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米
國
の
工
W
W
…蓮
動
の
研
究

働

米
.
田

庄

太

郎

(五)

.

L

W

W

の

成

立

前
節
に
於
て
述

べ
し
如
く
、
米
国
に
於
け

る
革
命
的
産
業
組
合
主
義

の
根
本
思
想
は
、
千
九
百
二
年
よ
り
千
九

百
五
年
に
至
る
聞

に
、
大
腱
上
樹
立
さ
れ
て
來
な
の
で
あ
る
が
、其
れ
8
同
時
に
其

の
根
本
思
想
を
有
効
に
實
現
す

,
る
爲
め
に
、
當
塒
諸
庭
に
散
在
せ
る
革
命
的
要
素
を
結
合
し
て

一
大
團
膿
を
組
織

し
、
以
て
合
同
的
大
蓮
動
を
起

さ
し
む
る
勢
働
界

の
蟹
隈
的
氣
運
も
亦
熟
し
つ
玉
あ
っ
な
の
で
あ
る
。
藪
に
簡
単
に
其

の

一
斑
を
述

べ
て
置
く
が
、

此

の
頃
「
合
同
醸
造
勢
働
者
」
は
「米
国
勢
働
聯
合
會
」
よ
り
其

の
産
業
組
合
主
義
的
組
織
に
就

て
攻
撃
を
受
け
、
且

つ
其
の
組
織
を
殴
む
る
に
非
ら
ず
ぱ
、
加
盟
認
可
を
取
消
す
ご
ま
で
脅
嚇
さ
れ
な
か
ら
、
非
.常

に
不
学

の
念
を
起

し
、
同
聯
合
會

に
謝
し
て
反
感
を
抱

い
て
來
授
。
叉
「
合
同
鑛
山
勢
働
者
」
の
中
に
は
組
合
の
指
導
者

に
謝
し
て
不

満

の
念
を
抱

き
.
殊
に
千
九
百
二
年
の
同
盟
罷
業
協
定
の
結
果
に
付
て
、
大
に
不
平
を
起
し
て
居

る
者
が
多
か

つ
投
。

叉
「合
同
金
厨
労
働
者
」
は

「米
国
勢
働
聯
合
會
」
に
加
盟
せ
令
し
て
、
其

の
産
業
組
合
主
義
を
主
張
し
て
居

っ
た

が
、
併
し
軍
凋
な
行
動
で
は
到
底
有
力
喉
る
活
動
を
な
し
得
な
い
こ
ε
を
畳

つ
で

、
同
主
義
を
奉
争
る
大
團
結
を

起
さ
ん
建
計
贅
し

つ
」
あ

っ
批
。
又
「鐵

道
使
用
人
合
同
々
胞
會
」
は
鐵
道
會
肚
よ
り
絶

へ
争
強
き
塵
追
を
加

へ
ら

論

説

米
国
の
L
侃
W
運
動
の
研
究
(三
V

第
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六
號

六
九
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論

説

米
国
の
L
W
W
運
動
の
研
究
(三
)

第
八
巻

(第
六
號

七
〇
)

七
八
入

れ
て
、
其

の
勢
力
は
大
に
弱
は
つ
た
か
ら
、
之
を
恢
復
せ
ん
が
爲
め
に
、
他
の
勢
働
團
膿

芝
團
結

し
協
力
せ
ん
こ

と
を
熱
望
し
て
居

つ
挺
。
叉
東
部
に
於
て
も
「
肚
曾
主
義
者
職
業
及
ひ
勢
働
同
盟
會
」
は
當
時
絶

へ
季
勢
力
を
失
.ひ

つ
＼
あ

っ
な
が
街

ほ
数
千
人

の
會
員
を
有
し
、
而
し
て
彼
等
は
「
米
国
勢
働
聯
合
會
」
に
加
盟
す
る
に
は
あ
ま
り
革

命
主
義
的
で
あ
っ
た
が
、
而
も
孤
立
す
る
を
徹
せ
す
、
何
れ
か
の
勢
働
團
膿

ピ
提
携
し
叉
は
聯
合
し
て
活
動
せ
ん

こ
ε
を
望
ん
で
居
つ
な
。
殊
に
革
命
的
組
合
主
義

の
開
拓
者
及
び
旗
手
で
あ
り
、
又
當
時
同
主
義
の
最
こ
も
有
力

な
る
團
結
で
あ
っ
批
「
鑛
山
夫
西
部
聯
合
會
」
は
、
大
に
共

の
勢
力
を
振
張
し
、
且

つ
同
主
義
を
汎
く
全
国
に
亘
り

て
鼓
吹
せ
ん
ご
企
だ
て

つ
＼
あ
っ
な
。

以
上
述

べ
し
が
如
き
勢
働
界

の
實
際
的
状
態
の
下
に
於
て
、
千
九
百
四
年
頃
に
は
革
命
主
義
的
な
新
七
き
国
民
.

的
勢
働
運
動

の
勃
興
す
可
き
氣
蓮
は
大
に
熟
し
て
來
穴
の
で
あ

る
が
、
之
を
看
取
せ
る
革
命
的
産
業
組
合
主
義

の

首
唱
者
等
は
、
同
年
中
に
屡
々
會
合
し
て
運
動
計
叢
を
秘
密
に
協
議
し
て
居

っ
た
が
州
遂
に
千
九
百
五
年

{
月

二

日

シ
功
ゴ
に
於
て
稍

々
公
式
的
な
大
協
議
會
を
開
く
こ
&
に
な
り
、
四
十
二
の
労
働
圃
艦
及
ひ
勢
働
措
導
者

に
招

待
歌
を
迭

つ
穴
。
而
し
て
其

の
招
待
状

の
中
に
は
新
運
動

の
主
意

の

一
斑
が
述

べ
ら
れ
て
居
る
が
、
殊

に
注
意
す

ラ

可
き
は
1
今
や
職
業
的
匠
分
及
ひ
敬
治
的
無
智
が
速
か
に
終
り
を
告
ぐ
可
き
時
機
が
迫

っ
て
居
る
ご
'云
ふ
こ
蓬
、

助
勢
働
者
階
級
が
若

し
産
業
的
及
び
政
治
瑚
両
方
針
に
於
て
正
當
に
組
織

さ
れ
為
な
ら
ば
、
米
國

の
諸
産
業
を
占

有
し
、
彼
等
自
身

の
利
益

の
爲
め
に
之
を
布
敷
に
運
用
す
る
こ
ε
が
出
家
る
で
あ
ら
う

と
云
ふ
ご
ε
、
3
肚
會
主

義
的
投
票
に
よ
り
て
勢
働
者
階
級
の
政
治
的
意
見

が
、
健
全
に
表
現
さ
れ
る
爲
め
に
は
、
実
れ
は
肚
會
主
義
的
肚
.

會
の
骨
髄
ε
し
て
建
設
さ
れ
π
る
勢
働
團
騰
に
於
て
内
典

の
輕
濟
的
補
充
を
有
す
可
き
も

の
で
あ
る
ε
云
ふ
こ
ご
.

.



等

の
陳
述

で
あ

る
。

今
右

の
千
九

百
五
年

一
月

の

シ
カ
ゴ
協
議
.會

に
於

て
大

に
勢

力
を
振

ふ
て
居

う
允

の
は
≦

ぎ

日
∪
・自
β・団
き

。
9

国
ロ

σq
。コ
①
《
.
U
o
げ
ら。"
乏

凶=
す
日

国
.
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田
暮
ヨ
餌
ヨ
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O
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U
o
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o
o
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>
.
冨
.
しつ
冒

oロ
《

導

に
し
て
彼
等

の
影
響

の

下
に
て
、敷

日
間
引

績

い
て
協

議

が
行

は
れ
、
而
し

て
其

の
後
有
名

に

な
れ

る
「
産
業
組
合

主
義
者
宣
言
書
」

〔冒
山
亭

。・仲鴇{四
一
9
目す
昌
響

蜜
霞
幕
ω
C

は
此

の
協

議
會

に
於

て
作
製

さ

れ
穴

Q
で
あ

る
。
而

し
て
此

の
宣
言
書

は
新
運

動

の

基

本
原

理
を
樹

立

せ
る
も

の
ご
し

て
大

に
注
意

す
可

き
贋
値
あ

る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
.藪
に
簡
輩
・に
其

の
要
旨
を

述

べ
て
置

く
。

先

づ
共

の
批

評
的
方

面
に
付

て
見

る

に
、
其
陳

述

す
る
慮

の
思

想

の
大
要

は
左

の
如
く

で
あ

る
。

今

や
人
聞

の
熟
練

は
器
械

に
よ
り

て
取

り
代

へ
ら
れ
、
資

本

家

の
勢

力

は
か

、
る
器
械

を
左

右

す
る
カ

の
増

ジ

レ
　

ド

加
忙
よ
り
て
堅
實
梶
強
め
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
其
の
直
接

の
結
果
ε
し
て
勢
働
者
聞
に
於
け
る
職
業
的
匠

別

及
び
資
本
家
間
に
於
け
る
競
争

は
均
し
く
消
滅
し
つ
＼
あ
る
の
で
あ
る
。
常

に
生
産
力

の
よ
り
少
な
き
器
械

に

取
り
代

へ
ら
れ

つ
う
あ
る
新
し
き
器
械
は
、
從
來

の
職
業
的
差
別
を
全
く
消
失
せ
し
め
、労
働
者

の
新
し
き
群
を

職
業
を
有
せ
ざ
る
、
無
力
な
る
失
業
者
の
常
に
増
加
し
つ
、
あ
る
團
塊
中

に
投
げ
込
み
つ
、
あ
る
。
而
し
て
資
本

家
は
被
綿
自
身
は
益
々
有
力
な
る
固
結
を
作
り
つ
・
あ
る
ε
阿
時
に
、
勢
働
者

の
職
業
を
出
来
る
だ
け
細
分
し

て
其

の
團
結
力
の
甥
は
る
こ
ε
を
望
み
、
且
つ
無
自
畳
な
る
勢
働
者
が
実

れ
実
れ
職
業

の
匠
別
を
固
持
し
、
之
.に

基
づ
い
て
團
結
し
、.以
て
相
互
に
争

は
ん

手

る
形
勢
を
出
家

る
だ
け
助
長
せ
ん
ご
力
め
て
居

る
。
要
ず
る
に
企

業
家
の
戦
線
及
ひ
戦
略
は
器
械
的
及
び
産
業
的
集
中
の
大
勢
に
順
恋
し
て
獲
達
し
つ
、
あ
る
か
、
送
れ
に
反
し

て
勢
働
者
は
其
の
大
勢
を
よ
く
畳
り
得
な
い
で
、既

に
消
滅
せ
る
職
業
的
雇
別
に
從
ふ
て
、
今
荷

ほ
其

の
戦
麗
團

論

説

米
國
の
L
W
W
運
動
の
研
究
(三
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論

説

来
國
の
L
W
W
運
動
の
研
究
(三
)
.

第
八
巻

(第
六
號

七
二
)

七
九
〇

骸
を
組
織
し
て
居

る
。
併
し
此

の
磨
損
し
腐
敗
せ
る
組
織
は
、
今
日
其
儘
に
て
は
維
持
し
得

3
る
、
も

の
で
な

い
の
み
な
ら
す
、
何
等

の
改
善
を
加

へ
る
望
み
さ

へ
な
い
も
の
で
あ
る
。
暗

の
雲
に
に
銀
色

の
狸
附
け
が
.な
い
。

今
や
失
望
は
勢
働
界
を
.覆

ふ
て
居
る
。
.而
し
て
か

、
る
状
態
は
産
業
的
連
帯
を
全
く
不
可
能
な
ら
し
め
て
居

る

の
で
あ
る
。
組
合
員
は
組
合
員

の
裏
を
か
き
、
勢
働
者
は
勢
働
者
を
憎
み
、
而
し
て
彼
等
は
分
裂
し
、崩
解
し
、

無
力

な
る
も
の
ε
し
て
、
資
本
家

の
手
に
渡
さ
れ
て
居

る
。
職
業
組
合
は
高
き
入
會
金
に
よ
り
て
入
會
者
を
付

け
、

ユ
ー

ニ
ォ
ソ
、
カ
ー
ド
や

斗
ー

ニ
ォ
ソ
、

レ
ー
.ベ
ル
は
勢
働
者

の

一
般
的
協
力

の
途
を
塞
い
で
居
る
。
而

し
て
此
等
の
事
情
は
、
総
て
勢
働
者

の
階
級
意
識

の
生
長
を
妨
げ
、
使
用
す
る
掠
奪
者
ご
使
用
さ
れ
る
奴
隷

ε

の
澗

に
、
.利
益

の
調
和
が
あ
る
が
如
き
考

へ
を
彼
等

の
心
に
養
は
し
め
て
居

る
の
で
あ
る
。
.

以
上
述

べ
し
庭
は
該
宣
言
書

の
批
評
的
方
面

の
.大
要
で
あ
る
が
、
次
に
其

の
建
設
的
方
面
に
付
て
見

る
に
、
其

の
陳
述
す
る
事
の
要
黙
は
左

の
如
く
で
あ
る
。

今
日
勢
働
者
階
級
全
盤
…の
蒙

り
つ
＼
あ
る

】
般
的
な
る
経
済
的
害
悪
は
、
.県
勢
働
者
階
級
全
能
の

一
般
的
な

・
る
運
動
に
よ
り
て

の
み
根
本
的
に
英
除
さ
れ
得

る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
目
的
を
達
す
る
.に
適
す
る

一
般

的
な
る
勢
働
階
級
運
動
倣
総
て
の
産

業
を
包
括
し
、
地
方
的
に
は
職
業
的
自
律
、
國
際
的
に
は
産
業
的
自
律
、

又

一
般
的
に
は
勢
働
階
級
の
統

一
を
圏

る

一
大
産
業
組
合

(o昌
o
ぴq
器
卑

目巳
[韓
「…箪

ご
巳
o
ε

に
よ
り
て
起
さ
れ

.

ね
ば
な
ら
ぬ
。
更

に
其
の
運
動
は
階
級
圏
孚

を
基
礎
こ
し
て
立
ら
、
而
し
て
其

の

一
般
的
管
理
は
資
本
家
階
級

ε
勢
働
者
階
…級
ご
の
間
一に
存
在
す
る
の
虎
の
制
止
さ
れ
難
き
衝
突
を
承
認
し
、
此

の
承
認
に
準
じ
て
行
は
れ
ね

一

ば
な
ら
ぬ
。



1

■

千
九

百
五
年

一
月

の

シ
カ
ゴ
協
議
曾

の
獲
表

せ
る
「産

業
組
合
主
義

者
宣
言
書
」
の
大
要

は
右

に
述

べ
し
が
如

き

も

の
で
あ
、る
が
、
此

の
協
議
會

は
更
に
千
九
,百
五
年

六
月
二
日
矢

張
リ

シ
カ
ゴ
に
於

て
全

國
大
會

を
開
催

す

る
こ
.

ε
を
決
議

し
、
其

の
準
備

委
員

を
.選
定

し
て

、其

の
任

務

に
當

ら
し

め
た
。
而

し
て
同
日

に
米

國
産

業
組
合
主
義

者

の
第

一
同
大
會

が
開
設

さ
れ

、
叉
焼

の
大
倉

に
於

て

今
日
有
名

な

る
L
W
W

が
生
れ

だ

の
で
あ

る
が
、
此

の
際

三

†

四

ケ

の
勢
働

團
禮
よ

り
迸

れ

る
百

八
十
⊥
八
人

の
代
議

員

が
集

り
て
、
十

二
日
間
會
議

を
続

け
挺

の
で
あ

る
。
其
筈
三

十
四

ケ
の
勢

働
團
禮
中

で
最

ε
も
重
要

な

る
も

の
は
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∋
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聞
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昌
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。
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子
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牢
。
。。切
○
需
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。
凌

q
見
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昌

。
h
しD
。冨
器
。
雰
身

等

で
あ

る
。

而
し
て
其
筈

百
八
十
六
人

の
、

代
議
.員
.の
代
表

せ
る
會
貴
徳

歎
は
九
萬
人

こ
も

叉
十

五
萬
人

こ
も

孟
は
れ

て
居

る
が
、

&
に

か
く
新
設

の
勢
働
團

彊

に
直

ち
に
加
入
す

る

権
能

を
與

へ
5
れ

て

出
席

せ
る

代
議

員

の
代
表

せ
る

會
員

数
は
五
萬
人
醗

に
過

ぎ
な

か

つ
な

ご
云
志
。
此

の
大
曾

に
於

て
は
各

團
膿

の
會

員

数

に
鷹
じ

て
其
代
議

員

に
投
票
灌
を

與

へ
る
こ
ご

、
し
な

か

ら

、會

員
.敷

の
人

な
る
團

麓

は
綴
金
其

の
送
れ

る
代

議

員

の
敷

が
少

な
く
ε
も
、
多
く

の
投

票
灌
を
有

す

る
こ
ご
に

な
り
、
此

く
て
最
ε
も
多
数

の
菅

貫

(二
萬
七
千
人
)
を
有

せ
し
「
鑛
山

夫
西

部
聯
合
會
」
は
、
代
議
貴

五
名

し
か
迭

ら

な
か

つ
左
が
、
併

し

二
萬
七

千

の
投

票
椹

を
有

っ
て
居

っ
た
。
而

し
て
之
れ
に
次

で
多
数

の
會
員
を

有

っ
て
居

つ

な

の
は
、
「米

國
勢
働

組
合
」
(
「
萬
六
千
七

百
五
十
人

)
、
「
合
同
金
騰

勢
働
者
」
〔三
千
人

)
、
「合

同
鐵

道
使
用

人
同
胞
.

論

説

米
国
の
」
W
W
蕩

の
研
究
〔三
)

`

第
八
巻

へ第
六
號
.

士
三
)

雪
空

.■



畠

論

説

米
騰
の
L
W
W
運
動
の
研
究
(三
)
.

第
八
巻

【第
六
號

七
四
)

七
九
二

會
L
(
二
千
八
十
七
人
∀
及
び
「肚
會
主
義
者
職
業
及
び
掛
倒
同
盟
會
」
(千
四
百
五
十
人
)等

で
あ

っ
π
。
さ
れ
ば
此

の
大
會
に
於
て
は
「
鑛
山
犬
西
部
聯
合
會
」
は
最

こ
も
人
な
る
勢
力
を
振
ひ
、.
而
し
て
其

の
幹
事
及
ひ
會
計
を
兼
務

せ
↓

へ
ー
ウ
ツ
ド
は
大
會
永
久
議
長
に
邊
は
れ
穴
の
で
あ

る
。

却
説
千
九
百
五
年
六
月

の
シ
.カ
ゴ
大
會

は
革
命
的
産
業
組
合
主
義
者

の
最
初
の
公
式
的
大
會
と
し
て
、
其

の
な

す
可
・ぎ
任
務
は
其
だ
重
大
で
且
つ
困
難
で
あ

っ
投
が
、
其

の
困
難
は
代
議
員
間

の
思
想
主
張

の
差
異
.の
大
な
り
し

こ
ご
に
よ
り
て

一
層
増
大
し
な
。

要
す
る
に

此
の
大
會
は
甚
だ
異
質
的
な
る

諸
要
素

の
會
合
で
あ
っ
π
の
で
、

彼
等
を
結
合
し
て
統

一
的
な
る
原
理
及
び
目
的
を
決
定
す
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
其
だ
.困
難

で
あ
っ
な

の
で
あ
る
。

L
W
W
運
動
の
最
ご
も
有
力
.な
る
指
導
者
の

一
人
、
セ
ン
ト
、
ジ
ョ
ン
は
此

の
大
會
に
付
て
左
の
如
く
述

べ
て
居

る
。
「
総
て
の
種
類
及
び
色
彩
の
理
論
及
び
プ

・
グ
ラ
ム
が
、
第

一
同
大
會
に
出
席
せ
る
代
議
員
や
其

の
他

の
人

々

の
間
に
代
表
さ
れ
て
居

つ
穴
。
併

し
其

の
主
要
な
る
も

の
は
四

つ
で
あ
.る
。
即
ち
議
倉
主
義
的
肚
會
主
義
者
1
過

.

激
涙

と
機
會
主
義
者

一
、

マ
ー
ル
ク
ス
主
義
及
び
改
頁
土
義

の
無
政
府
主
義
者
、
産
業
組
合
主
義
者
及

び
勢
働
組

合
乞
食
等
で
あ

る
。
而
し
て
此
等

の
相
衝
突
す
る
諸
要
素

を
結
合
す

る
ご
云
ふ
仕
事
が
、
此

の
大
倉

に
よ
り
て
企

だ
て
ら
れ
な
の
で
あ
る
。
」
併
し
L
W
W
運
動
の
共

の
後

の
獲
連

の
上
か
ら
考

へ
て
、
此

の
大
會
に
於
て
主
張
さ
れ

た
る
種
々
な
る
思
想
を
吟
味
し
て
見

る
ご
、
其

の
重
要
な
る
要
素
は
三
種
に
大
別
さ
れ
る
ご
思
ふ
。

第

}
の
最
こ
も
重
要
な
る
要
素
は
、
將
さ
に
組
織
さ
れ
ん
&
す
る
團
艦
を
以
て
、
政
治
葡
批

曾̂
士
⊥
義
運
動
の
脛

濟
的
基
礎

ピ
な
さ
ん
ε
す
る
も
の
に
し
て
、
勢
働
者

の
手
に
有
す
る
最

こ
も
有
力
な
る
武
器
は
投
票
椹
、
而
し
て

勢
働
者
が
依

つ
以
て
彼
等
の
政
治
的
勢
力
を
漉
當
に
運
用
し
得
る
敷
蕪
は
肚
會
無
で
あ

る
8
確
信
せ
る
勢
働
組
合

「



主
義
者
よ
り
成
立
し
て
居

っ
た
。
第
二
の
要
素
は
矢
張
り
肚
會
主
義
的
思
想
を
抱
て
居

つ
な
か
、
而
も
政
治
的
運

動
を
以
て
さ
ほ
ご
重
要
な
る
も
の
ε
は
考

へ
す
、
之
を
勢
働
者
階
級
の
経
済
的
組
.織
に
附
随
せ
し
め
ん
ε
す
る
の

で
あ
っ
た
。
而
し
て
此

の
要
素
は
弊
働
組
合

の
肚
會
鮒
役
目
を
重
要
親
し
、
將
來
の
肚
會
主
義
的
肚
會
は
勢
働
組
.

合
よ
り
進
化
す
る
の
也
確
信
せ
る
人

々
よ
り
成
立
七
て
居

つ
れ
。
此
等

の
二
要
素

は
大
會
に
於
け
る
代
議
員

の
多

敷
を
占

め
て
居

つ
π
の
で
、
此
く
て
大
會

は
明
ら
か
に
砒
會
主
義
的
色
彩
を
表
は
し
て
居

つ
な
。
併

し
代
議
員

の

中
に
は
叉
少
数
な
が
ら
無
政
府
主
義
者
が
あ
っ
て
、
彼
等
は
政
治
的
行
動
を
瞳
め
、
或
は
空
然
排
斥
し
、
而
し
て

,

勢
働
者
の
唯

一
の
希
望

は
、
脛
濟
的
方
面

に
於
け
る
合
同
的
階
級
活
動
に
在

る
ε
確
信
し
て
居

つ
没
。
暴
れ
第
三
.

、
の
要
素
を
成
せ
し
も

の
に
し
τ
、
而
し
て
佛
國
の
革
命
的

ヴ
ソ
ヂ
カ
リ
ズ
あ

思
想
に
さ

通
じ
、
米
国

の
此

の

新
勢
働
運
動
に
之
れ
ε
同
様
な
る
特
色
を
保
な
し
め
ん
&
せ
る
は
、
賓
に
此

の
要
素
で
み

っ
た
。
第

【
同
大
會
に

於
て
は
此

の
要
素

の
人
数
は
少
な
か
つ
な
が
、
併
し
彼
等
は
猛
烈
に
彼
等

の
重
義
を
主
張
し
允
。
而
し
て
L
W
W

運
動

の
後

の
獲
達
に
於
て
大
に
勢
力
を
振
ふ
て
來
だ
の
は
此
の
要
素
で
あ

る
の
で
あ
る
。

令
弟

一
回

シ
カ
ゴ
大
會
は
以
上
述

べ
し
が
如
き
諸
種

の
異
分
子
よ
り
成
立
し
て
居

つ
な
か
ら
、
縫

て
の
問
題
に

就

て
全
會

一
致

の
原
則
を
樹
立
す
乃
こ
ご
は
国
難
で
あ

っ
た
.
株

に
勢
働
團
膿

の
歌
治
的
行
動
に
關
し
て
は
、
右

の
三
種

の
要
素

の
見
蟹

到
底
完
象

る

一
致
に
達
す
る
こ
ご
は
出
来
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
同
大
會

に
於

て
議
決

ざ
れ
忙
L
W
W
の
憲
法

の
序
文
中
政
治
的
.行
動
に
閲
す
る
文
句
は
殊
に
瞬
味

で
あ
っ
た
の
で
、
千
九
百
八
年
の
第

・
四
回
の
大
會

に
於
て
、
其

の
文
句
が
遂
に
修
正
さ
れ
る
ま
で
は
、屡

々
論
争

の
種
こ
な

っ
た

の
で
あ
る
。
併
し
右
文

其

の
序
文
に
は
彼
等
継
て
の
合
致

し
得

る
諸
黙
は
甚
だ
明
白
に
、
且

つ
張
一
陣
違

さ
れ
て
居

る
。
藪

に
其

の
序
文

論

説

米
国
の
L
W
W
運
動
の
研
究
蛮
二
)

第
八
巻

(第
六
號

七
五
)

七
九
三

▲

」
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論
.
観

衆
國
の
L
凱
W
運
動
の
研
究
(三
V

第
八
巻

(第
六
號

七
六
)

七
九
四

の
企
禮
を
掲
げ
て
以
て
L
W
W
創
立
の
際

に
於
け

る
其
の
根
本
思
想
を
示
す
こ
せ
ご
す

る
。

.

勢
働
者
階
級

ε
雇
主
階
級
ご
は
何
等
共
同
的
な
る
も

の
を
有
た
な
い
。
幾
百
萬
の
勢
働
人
民

の
間

に
は
饑
餓

ご
缺
乏
ε
が
見
出

さ
れ
、
而
し
て
雇
主
階
級
を
作
る
小
数
者
が
人
生
の
総
て
の
良
き
も
の
を
所
有
す
る
以
上
は
、

到
底
肚
會

の
雫
和
は
成
立
し
得
な
い
。

う

も

も

し

ヵ

ら

コ

で

も

も

ち

る

ら

ヘ

へ

も

此
等

の
二
階
級
間
に
は
、
総
て
の
勢
働
者
が
政
治
的
#

に
産
業
的
舞
毫
に
於

て
合
致
し
而
し
て
彼
等
か
彼
等

の
勢
働
に
よ
り
て
生
産
す
る
も
の
を
、
何
れ

の
政
黙
ご
も
聯
合
す
る
こ
ご
な
く
、
勢
働
者
階
級

の
脛
濟
的
固
結

に
よ
り
て
占
有
す
る
ま
で
は
、
關圓
争
ば
常

に
潅
}行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

富

の
急
速
な
る
集
積
、
及
び
愈

々
小
敷
者

の
手
に
産
業

の
管
理
が
集
中
さ
れ
る
こ
と
は
、
職
業
組
合
を
し
て

雇
主
階
級

の
常
に
益

々
増
大
し
つ
Σ
勢
力

ご
抗
争

す
る
こ
ご
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
。
是
れ
職
業
組
合
は
同

一

の
産
業
に
於
け

る
労
働
者
の

一
團
を
し
て
他
の

一
画
と
相
争
は
し
め
、
夫
れ
に
よ
り
て
賃
銀
闘
争
に
於
て
鱒
働

、
者
を
し
て
相
互
に
他
を
失
敗
せ
し
む
る
が
如
き
状
態
を
養
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
職
業
組
合
は
勢
働
者
を
欺
き

て
、労
働
者
階
級
は
彼
等
の
雇
主
蓬
共
同

の
利
益
を
有
す
呑
も
の
で
あ

る
ビ
諸
ふ
が
如
き
信
仰
に
彼
等
を
導
き
、

雇
主
階
級
を
援
助
す
る
も

の
で
あ

る
。

.

只
何
れ

の
産
業
に
於
て
も
、
叉
若
し
必
要
な
ら
ば
総
て
.の
産
業
に
於

て
、
其

の
総
て
の
會
員
が
何
れ
の
部
分

.
に
於
て
同
盟
罷
業
或
は
工
場
閉
鎖
が
起

っ
て
も
、
其
の
血
ぴ
毎
に
直

に
仕
事
を
停
止
し
、
此
く
て

一
部
分
に
加

へ
ら
れ
る
損
害
を
総
て
の
損
害

ε
な
す
様
な
方
法
に
て
作
ら
れ
穴
る
組
織

に
よ
り
て
の
み
、
其
筈
の
悲
し
む
可

き
條
件
か
攣
更

さ
れ
、
而
し
て
勢
働
者
階
級
の
利
盆
が
保
持

さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

馳
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以
上
述

べ
し
庭

に
よ
り
て
見

れ
ば
一,
W
W
は
其

の
第

一
回
の
大
會
よ
り
し
て
職
業
組
合
主
義
を
大
に
排
斥
し
.

而
し
て
産
業
組
合
主
義
を
其
の
帥
髄
ご
な
し
て
居

る
こ
ε
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
産
業
組
合
主
義
を
紳

髄
ご
す
る
黙

に
於

て
は
異
質
的
な
る
総
て

の
要
素
も
全
然

一
致
し
て
居

つ
π
の
で
あ
る
。
傍
心
如
何
に
産
業
組
合

を
組
織
す
る
か
ご
云
ふ
問
題
に
就
て
は
再
び
異
論
百
出
し
、
種
々
な
る
考
案

が
唱

へ
ら
れ
た
n或
代
議
員
は
勢
働
者

の
使
用
す
る
渣
具
を
標
準
ε
し
て
箇

々
の
産
業
組
合
を
組
織

し
、
特
定
の
道
具
を
使
用
す
る
も
の
は
何
れ

の
産
業

に
.於

て
働

い
て
居

る
か
を
問
は
す
同

…
の
産
業
組
合
を
作
6
可
き
も

の
で
あ
る
ご
主
張
し
、
他

の
代
議
員
は
原
料

を
標
準
こ
し
て
産
業
組
合
を
組
織
し
、

一
定
の
原
料
に
付
て
働
く
沌

の
は
総
て
同

一
の
産
業
組
合
を
作

為
可
き
も

の
で
あ
る
ご
主
張
し
、
更

に
他

の
代
議
員
は
使
用
す
る
道
具
や
使
用

さ
れ
る
原
料

の
如
何
を
問

は
す

一
定
の
産
業

に
麟
す
る
総
て
の
勢
働
者
は
相
結
合
し
て

】
の
産
業
組
合
を
組
織
す
可
き
も
の
で
あ
る
ご
主
張
し
投
。
而
し
て
大

會
は
此

の
最
後
の
考
案
を
採
用
し
て
、
其

の
憲
法
に
於

て
産
業
組
合
の
組
織
を
規
定
し
な
。
夫
れ
に
よ
り
て
見

る

と
、
産
業
の
全
禮
は
農
業
、
、鑛
山
薬
や
建
築
業
ε
云
ふ
が
如
き
十
三
種

の
産
業
に
大
別
さ
れ
、
叉
此
等
十
三
種
の

産
業
は
現
代

の
産
業
生
活
を
表
現
す
る
も

の
に
し
て
、
叉
將
來

の
産
業
組
織

の
基
礎
を
な
す
も

の
&
認
め
ら
れ
、
.

而
し
て
産
業
組
合
は
之
れ
に
準
じ
て
、
農
業
及
ひ
水
産
業
部
、
鑛
山
菜
都
、
建
築
業
部
ε
云
ふ
が
如
き
十
三
部
に

大
別
さ
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。

術

ほ
此
.の
大
會
に
於

て
は

一
般
に
強
固
な
る
中
央
集
椹
的
組
織
を
望
む
傾
向
が
強
か

つ
穴
。
足
れ
矢
張
り

「
水

団
掛
倒
聯
合
會
」

の
活
動
の
有
数
な
ら
ざ
る
は
あ
ま
り
に
分
権
的
に
親
織
さ
れ
て
居

る
か
爲
め
で
あ
る
ご
見

る
考

へ
か
ら
起
れ
る
も

の
で
あ

る
。
而
し
て
其

の
憲
法
に
於
て
は
中
央
集
権
的
傾
向
は
真
庭
此
庭
に
明
白

に
現
は
れ
て

論

説
.

米
国
の
L
W
W
　運
動
の
研
究
(三
「

'

,
第
八
巻

亭第
六
號

七
七
∀

七
九
五

・



'

註

説

来
園
の
L
器

需

の
研
究
三

}
.

第
八
巻

第

六
號

七
八
)

七
九
六

居

る
の
.で
あ
る
。
例

へ
は
倉
長
弄
に
實
行
委
員
に
人
な
る
灌
力
が
與

へ
ら
れ
、
総
て
の
組
合
は

全̀
く
其

の
命
令
に

服
従
す
る
乙
勘

な
っ
て
居

る
。
但
し
會
長
及
ひ
貴
行
委
員
は
毎
年

の
総
會
及
び
ワ

・
う

ソ
ダ

・
」
に
よ
り
て

會
基

膿
よ
り
督
制
さ
れ
る
こ
庭

な
っ
て
居

る
。
要
す
る
に
L
W
W
の
組
織
は
「
米
国
勢
働
聯
合
會
」
の
組
織
ε

根
本
的
に
異
な
っ
て
居

る
が
是
れ
両
者

の
精
興
が
根
本
的

に
異

な
っ
て
居

る
こ
ε
か
ら
し
.て
、
常
総
生
す
可
き
結

果
で
あ
る
&
思
は
れ

る
。

-

却
説
千
九
百
五
年
六
月

の
第

一
回

シ
カ
ゴ
大
會

に
於
て
、
エ
W
W
は
上
に
述

べ
し
が
如
き
経
路
に
よ
り
、
天
上
に

述
べ
し
拓

き
原
町
組

轡

を
昊

て
設
立
さ
れ
穴
の
で
あ
・
が
、
藻

會
長
に
は
「合
同
金
華

働
者
」
の
シ

ヤ
↓

ソ
(
∩
藍

8

ρ

ω
響

舞

・
)
、
叉
幹
事
會

計

に
は
「
合
同
醸
造

労
働

者
」
の
ツ
テ

ウ
ト

マ
ン
が
選

ば
れ
、
而
し

.

て
五
名

の
震

よ
り
成

る
執
行
塁

貰
食

は
「
鑛
山
夫
西
部
馨

會
」
の

モ
・
⊥

。
藝

・・
寓
・
ξ

・
・
)「
合
同
鐵

道
使

用
人

同
胞
會
」

の

マ
ッ
ク
ケ
ー
プ

(犀
p
筈

窓

∩
6き
。
)「
合

同
金
鵬
勢
働

者
」
リ
カ
ー
ク
バ
ト
リ

ソ
ク

(9

ロ
.一。硫

O
「石

臼三
舞

)及

猷
其
他

の
二
名

が
選
ば
れ
穴
。
吾
人

は

之
れ

に
よ
の
て
工

W
W
創

立

の
際

に
は
、
如

何

な

る
勢
働

.

組
合

が
其

の
牛

耳
を
執

っ
て
居

つ
允
か
を
察

知
す

る
こ
ご
が
出

家

る
が
、
さ
き
に
も
述

べ

し
如
く

、
「
鑛
山

夫
西

部
聯
合
會
」

は
殊

に
勢
力
を
振

ふ
て
居

っ
た

の
で
あ
.る
。
、

r

W…
W

は
其

の
設
立

の
第

一
年
間

に
は
、
何
人

も
豫
期

レ
得

ざ
り
し
程

の
成

功
を
牧

め
六

の
で
、
璽

千
九

百
六

年
の
夏
に
は
會
員
数
は
+
萬
人
忙
達
し
、
週
刊

の
機
關
雑
誌

(青

ま

鼻

.一国;

目
す
詳
南
口
目
Φ
戯
口
)
は
盛
か
ん
に
獲

行
さ
れ
ギ
叉
遊
説
員
は
諸
方

に
奔
走
し
て
大
に
活
動
し
て
居

つ
だ
。
併
し
同
年
二
月
に
既

に
L
W
W
に
亡
り
て
甚

、

だ
不
幸
な
る
事
件
が
起

っ
て
居

つ
投
。
去
れ
は
鋸

山
夫
西
部
聯
合
會
」
の

ヘ
ー
ウ
.
ド
、

モ
↓

-
、

及
ひ
奨

ボ
ー
ン
葉

前
知
事

ス
・
.・
悪

金

グ
の
暗
殺
噛
激
唆
し
奮

云
ふ
嫌
疑
に
馬

引
さ
れ
れ
選

で
あ
る
。
而

O



.

」

㌦

げ

げ

し
で

へ
.ー
ウ
ッ
ド
が
掩
留
さ
れ
て
彼
が

一
時
活
動
界
よ
b
退

か
ね
ば
な
5
な
一
な
っ
た
事
は
L
W
W
に
ε
り
て
殊

に
大
打
撃
で
あ

っ
な
。
是
れ

へ
ー
ウ
ツ
ド
は
r
W
W

の
創
設
に
於
け
る
最
こ
も
重
要
な
る
人
物
で
あ
り
、
叉
L
W

W
が

「
鑛
山
夫
西
部
聯
合
會
」

の
強
き
後
援
を
得
血
の
は
、
圭
&
し
て
彼

の
盤
力
に
よ

っ
て
ゴ
あ

っ
な
か
ら
で
あ

る
。
さ
れ
ば
彼

の
拘
留
は
r
W
W
に
於
け
る
「鍵
山
夫
西
部
聯
合
會
」
の
要
素
を
弱
め
、
而
し
て
工
W
W
の
過
激
な

る
傾
向
に
付
て
、
恐
れ
を
抱

い
て
來
な
様

な
指
適
者

等
を
し
て
、勢
力
を
得
る
に
至
ら
し
め
な

の
で
あ
る
が
夫
よ
り

エ
W
W
.
の
・曾
員
閥

の
内
訌
は
益
々
烈
し
く
な

っ
て
來
な
。此
く
て
千
九
百
六
年

の
第
二
同
大
會
に
於
て
は
「
革
命
主

義
涯
」
ご
「反
動
涯
」
こ
の
間
に
争

ひ
が
起
り
、前
者
は
會
長

シ
ャ
ー

マ
ン
の
不
信
任
案
を
呈
出
し
、
暴
力
を
振
ひ
て
、
`

大
會
を
し

て
彼

の
職
を
冤
ぜ
し
め
、
且
つ
會
長

の
職
を
廃
す
る
ご
共
に
、
憲
法
に
種
々
な
る
修
正
を
加

へ
だ
。
併

.

し

シ
ャ
ー

マ
ン
は
か
、
る
働
暴
な
る
大
曾

の
決
議

に
服
従
す

る
を
欲
せ
す
、
會
長
.の
職
を
止

め
な
か
っ
た
。
而
し

て
「
鑛
田
夫
西
部
聯
A
[
會
」
は
彼

の
態
度
を
援
助
し
穴
。
併
し

シ
ャ
ー

マ
ン
、は
遂
に
其

の
抗
争
を
棄
て
エ
W
W
を
去

つ
北
が
「
銀
山
夫
西
部
聯
合
會
」
も
亦
其

の
年
の
自
己

の
大
會
に
於

て
L
W
W
を
退
會
す
る
こ
ε
を
決
議
し
血
。

千
九
百
七
年

の
第

三
同
大
愈
に
は
別
に
注
意
す
可
き
事
件
は
起
ら
な
か
つ
授
が
、
併
し
千
九
百
八
年

の
第
四
同

大
會

に
於
て
は
重
大
な
る
事
件
が
起
り
、
今
田

の
王
W
W
は
賢
に
此

の
大
會
に
於
て
出
れ
穴
ε
云
ふ
柱
も
よ

い
の

で
あ

る
。
然
ら
ば
此

の
大
會
に
於
て
起

つ
π
重
大
な
る
事
件

ε
は
如
何
な
る
こ
&
で
あ
る
か
ご
云
ふ
に
、
夫
れ
は

即
ち
L
W
W
の
政
治
的
行
動
に
關
す
る
方
針
を
確
實
に
決
定
し
だ
こ
ご
で
あ
る
。

「愚
き
に
述
べ
し
如
く
、
r
W
W

の
政
治
的
行
動
に
開
心
て
は
、
第

一
回

の
大
會
に
於
て
既
に
代
議
員
問

に
大
な

る
論
争
が
起
り
、各

々
其

の
主
張
な
・佃
げ
な
か
つ
投
か
ら
、
到
底
全
髄

の

　
致
よ
り
成
れ
る
方
針
を
確
定
す
る
こ
と

が
出
家
す
、
.憲

法
の
序
亥
に
見
ゆ

為
如
弍
曖
鉢

な
る
家
句
を
以
て
、
一
時

の
妥
協
を
圖
る
こ
ご

＼
し
π

の
で
あ
乃
。

融

鼠

備

の
」
界
W
運
動
の
塀
茨

三
)

第
八
魅
.
(第
六
揖

七
九
)

七
九
七

■

」

ヤ



'

8

.

論
.
読

米
國
の
L
W
W
運
動
の
研
究
(=
ご

第
八
巻

亭第
六
號

入
O
)

・七
九
入

併
し
其

の
後
王
W
W
の
地
方
的
團
禮

の
禽
舎
に
於
て
政
治
涙

ご
反
政
治
涙

と
の
問

に
常
に
論
争
が
絶
え
な
か
つ
だ
。

且
政
治
派
内
に
於
て
も
「
醤
肚
會
勢
働
斑
…」
(月
琴

ω
8
巨
聾

訂

げ
o
「
団
碧
受
)
ε
「新
肚
會
窯
」
(日
記

ω
8
琶
蜂

臣
∂
↓

域
が
常
に
相
」孚

ふ
て
居

つ
旋
.。而
し
て
此

の
事
は
反
政
治
涙
、帥

ち
産
業
組
合
の
経
済
的
機
能

の
み
を
重
要
観
す
る

人
々
を
し
て
愈

々
強
く
政
治
的
行
動
の
分
裂
的
悪
影
響
を
威
せ
し
め
、
彼
等
の
反
政
治
的
傾
向
を
盆
々
強
め
し
め

拠
。
荷
ほ
{著
名
な

る
政
治
的
肚
會
主
義
者

が
、
工
W
W
に
加

へ
た
攻
撃
は
L
W
W

の
指
導
者
.の
感
情

を
大
に

害

し
、
彼
等
を
し
て
愈
々
反
政
治
的
方
針
に
進
ま
し
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て

憲
法
の
序
文
中

の
文
句
を

修
正
し

て
、
纒
濟
的
組
織

の
勝
れ
た
る
革
命
的
償
億
を
明
確
.に
高
調
せ
ん
こ
す
る
要
求
は
一
。
W
W
の
會
員
間
に
段
々
強
ま

っ
て
来
た
。
此

の
際
更

に
L
W
W
の
反
政
治
的
傾
向

の
強
ま

る
こ
ε
を
助
長
し
た
の
は
、
佛
國

の
革
命
的
サ
ン
デ

ヵ
リ
ズ

ム
の
直
接

の
影
響

で
あ
っ
な
。
而
し
て
千
九
百
八
年

の
第
四
同
大
會
は
、
「
肚
會
勢
働
蕪
」
員
が
あ
る
ε
同

時
に
エ
W
W
の
政
治
涙

の
有
力
者

で
あ

っ
だ
デ
、

レ
オ

ン
の
代
議
員
資
格

を
否
認
す
る
こ
ε
に
よ
叫
て
、
政
治
振

排
斥
の
方
針
を
明
ら
か
に
示
し
穴
。
夫
れ
よ
り
同
大
會
は
憲
法
の
序
文
を
修
正
し
▼
L
W
W
は
愈
々
佛
國

の
革
命

的
サ
ソ
ヂ
カ
リ
ズ
ム
に
接
近
し
て
來
だ
。
但
し
右

の
序
文
修
正
は
大
に
革
命
的
.ナ
ン
ヂ
カ
リ
ズ

ム
の
直
接

の
影
響
.

に
よ
り
て
行
は
れ
た
る
も
の
な
る
は
疑
ふ
可
か
ら
ぎ
る
事
ε
思
ふ
。
而
し
て
其

の
新
序
丈
は
、
先
づ
政
治
的
行
動

に
閲
す
る
文
句
を
左

の
如
く
修
正
し
セ
o

・

「
此
等
の
二
階
級
間
に
は
世
界
の
勢
働
者
が

一
の
階
級
こ
し
て
組
織
せ
ら
れ
、
土
地
&
生
産
の
機
關
ご
を
占

有
し
、
且

つ
賃
銀
制
度
を
屡
止
す
る
ま
で
は
、
岡
争
は
常
に
進
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

而
し
て
原
序
文
に
更

に
左

の
二
節
を
加

へ
た
。

・

「
公
正
艦
る
仕
事
に
封
ず
.る
公
正
な
る
賃
銀
」
ご
云
ふ
保
守
的
な
格
言

の
代
り
に
、
吾
人
は
吾
人

の
旗

の
上
起

ら



し

引

「賃
銀
制
度

の
塵
止

」
ご
云
ふ
麓
命
的
箴
言
を
記
さ
ね
ば
な
ら
諏
。
.

、
.
.
'

資
本
主
義
を
膳
止
す
る
は
夢
働
者
階
級

の
歴
史
的
使
命
で
あ
る
。
生
産

の
軍
隊
は
軍
に
資
本
家
こ
の
日

々
の
.

国
争

の
橘

め
に
の
み
な

ら
争
.
更
に
資
本
主
義
が
破
壊
さ
れ
な
時
に
自
か
ら
生
産
を
遂
行
す
る
爲
め
に
も
亦
組

織

さ
.れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
産
業
的
に
團
結
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
吾
人
は
古
き
耽
曾

の
穀

の
中
に
新
し
き
砒
曾
の

基
礎
を
作

り
つ
、
あ
る
の
で
あ

る
。

今
エ
W
W
の
原
則
に
於
て
此
等
の
根
本
的
鍵
挺
が
行
は
れ
、
而
し
て
L
W
W
が
全
く

過
激

派
の
手
に
締

す
る

や
、
始
め
之
れ
に
加
盟
せ
し
有
力
な
る
勢
働
組
合

は
続

々
退
會
し
琵
。
吐
く
て
只
小
数
の
指
導
者

の

一
群

の
み
が

獲

る
こ
§

な
っ
た
・
併
し
其
筈

の
指
導
者

は
其

の
浦
神
及
ひ
理
想
に
於

て
、
頑
張
な
る
革
命
家
で
あ

っ
て
、
範

.

く
ま
で
も
革
命
的
運
動
を
遽
行
せ
ん
ご
す
る
決
心

の
堅
き
人

々
で
冶

つ
起
。
さ
れ
ば
彼
等
は
其
筈
の
有
力
な
る
勢

働
組
合

の
続

々
退
會
す
る
を
見
る
も
敢

て
長
里
せ
宙
、而
し
て
更
に
其

の
活
動

の
新
し
き
地
盤
を
求
め
授
が
、
其

の

際
彼
等
は
之
を
不
熟
練
勢
働
者

の
問
に
於
て
鞍
見
し
V
藪

に
今
日
見

る
が
如
き
L
W
W
特
有
の
運
動
が
始
ま
り
、

「
米
国
勢
働
聯
、谷
倉
」
に
野
し
て
其

の
特
有
の
藁
蓑
を
獲
揮
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
米
國
勢
働
運
動
史

に

於
け
る
L
W
W
特
有

の
使
命
は
千
九
百
八
年
其

の
憲
法

の
根
本
的
修
正
を
行
な
ひ
な
る
後
に
於
て
獲
見
せ
ら
れ
、

而
し
て
其

の
真
相
は
千
九
百
九
年

マ
ッ
キ
ー
ス
、、

・
ッ
ク
ス
同
盟
罷
業
爾
冨

竃
p

囚
霧
ω
戸
。
。す

ω
三
富
)
に
於
て

始
め
て
明
ら
か
に
獲
擢
さ
れ
た
ε
云
ふ
て
も
よ
い
ヒ
思
ふ
』
然
る
に
生
れ
更
は
れ
る
L
W
W
、
或
は
眞

の
L
W
W
…

の
意
義
を
+
分
に
よ
や
理
解
す
る
爲
め
に
は
、
吾
人
は
少
し
く
米
國
に
於
け
る
不
熟
練
外
圃
移
民
勢
働
者
ご
勢
働

運
動
ご
の
關
係
を
考
察
.せ
ね
圏ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
此

の
問
題
は
日
本
移
民
問
題
ご
も
重
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も

の

な
れ
ば
、
余
は
吹
笛

に
於

て
特
別
の
興
味
を
以
て
此

の
闇
～題
を
論
究
し
て
見
π
い
ε
思
ふ
。
.
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の
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研
究
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